
　
子
宮
頸
が
ん
の
患
者
は
20
代
後
半
か
ら
増
え
、
特
に
30
代
～
40
代
の
妊
娠
出

産
を
迎
え
る
時
期
と
重
な
る
女
性
の
患
者
が
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
の
が
特
徴

で
す
。

　
初
期
の
子
宮
頸
が
ん
で
は
症
状
が
ほ
と
ん
ど
出
ま
せ
ん
が
、
細
胞
診
と
い
う

検
査
を
受
け
る
こ
と
で
、
が
ん
細
胞
に
な
る
前
に
発
見
し
治
療
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
早
期
の
う
ち
に
治
療
す
れ
ば
、
子
宮
を
摘
出
せ
ず
に
治
癒
で
き
る

た
め
、
妊
娠
出
産
も
可
能
で
す
。
定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
早
期
に
発
見
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。 子

宮
頸け

い

が
ん
検
診

◆
対
象

　
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で
20
歳

以
上
の
女
性
の
う
ち
、
生
ま
れ
の
年

号
が
大
正
・
昭
和
で
奇
数
年
、
平
成

で
偶
数
年
の
方
（
西
暦
は
偶
数
年
）

※
２
年
に
１
回
の
受
診
で
す
。

※�

令
和
４
年
度
に
受
診
し
た
方
に

は
、
受
診
票
等
を
郵
送
し
ま
す
。

◆
検
診
方
法
　

　
医
師
に
よ
る
診
察
お
よ
び
子
宮
頸

部
細
胞
診
検
査
（
子
宮
の
入
り
口
を

ブ
ラ
シ
で
軽
く
こ
す
っ
て
細
胞
を
採

取
）。

　

か
か
る
時
間
は
５
分
程
度
で
す
。

痛
み
は
そ
れ
ほ
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
自
己
負
担
額　
５
０
０
円

子宮頸がんのできる部位

子宮体部
子宮頸部

卵巣

膣

卵管

　
乳
が
ん
は
、
女
性
の
が
ん
の
中
で
最
も
患
者
数
が
多
く
、
40
代
～
50
代
女
性

の
が
ん
死
亡
原
因
の
第
１
位
で
す
。

　
進
行
す
る
と
脇
の
下
の
リ
ン
パ
節
や
血
流
に
よ
っ
て
肺
や
骨
な
ど
全
身
に
転

移
し
や
す
い
の
で
、
早
期
発
見
が
重
要
で
す
。
早
期
に
発
見
で
き
れ
ば
乳
房
温

存
療
法
も
可
能
で
、
高
い
確
率
で
の
治
癒
が
期
待
で
き
ま
す
。
定
期
的
な
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク
に
加
え
、
定
期
的
に
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

乳
が
ん
検
診

②
エ
コ
ー
検
査

◆
対
象

　
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で

　
30
歳
～
49
歳
の
女
性

◆
検
査
方
法　
超
音
波
検
査

◆
自
己
負
担
額　
５
０
０
円

①
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

◆
対
象

　
令
和
６
年
４
月
１
日
時
点
で

　
50
歳
以
上
の
女
性

◆
検
査
方
法　
乳
房
の
Ⅹ
線
検
査

◆
自
己
負
担
額　
５
０
０
円

※
令
和
５
年
度
に
受
診
し
た
方
に
は
、
受
診
票
等
を
郵
送
し
ま
す
。

※�

40
代
の
方
の
検
査
は
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
と
エ
コ
ー
検
査
を
隔
年
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
エ
コ
ー
検
査
で
す
。
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